
▲版画「茅乃の図」
作：加藤大道、原画：永井隆　昭和24年（1949）1月

▲『凍りの掌 シベリア抑留記』 　©おざわゆき／講談社

くらしにみる
昭和の時代 
-島根展-

平和祈念展 in 松江
～漫画と絵本で伝えるシベリア抑留～

しょうけい館

昭和館

▲銃弾の痕が残る軍帽

しょうけい館
（戦傷病者史料館）
-島根展-

平和祈念展示資料館

令和3年10月29日（金）～11月7日（日）
午前9時30分～午後5時

昭和館、しょうけい館、平和祈念展示資料館
島根県、松江市、島根県教育委員会、松江市教育委員会、朝日新聞松江総局、毎日新聞松江支局、読売新聞松江支局、産経新聞社、中国新聞社、山陰中央新報社、
新日本海新聞社、島根日日新聞社、共同通信社松江支局、NHK松江放送局、BSS山陰放送、日本海テレビ、TSKさんいん中央テレビ、エフエム山陰、山陰ケーブルビジョン
一般財団法人島根県遺族連合会および一般財団法人日本遺族会第４ブロック

主催：
後援：

協力：
※新型コロナウイルス感染予防のためマスク着用でのご来館をお願いします。
※本展は新型コロナウイルスの感染拡大状況によって、中止になる場合がございます。

松江テルサ  テルサホール（松江市朝日町478-18）

３館連携企画展
入場
無料

終戦後、旧ソ連やモンゴルに連行された戦後強制抑留者。
彼らの体験をもとに描かれた作品を紹介します。

昭和館

●昭和館・しょうけい館・平和祈念展示資料館 ３館連携企画展A4チラシ表面



〒102-0074 東京都千代田区九段南 1-6-1 
TEL 03-3222-2577
https://www.showakan.go.jp/

〒102-0074 東京都千代田区九段南1-5-13 
ツカキスクエア九段下
TEL 03-3234-7821
https://www.shokeikan.go.jp/

〒163-0233 東京都新宿区西新宿 2-6-1 
新宿住友ビル 33 階
TEL 03-5323-8709
https://www.heiwakinen.go.jp

●ＪＲ松江駅北口より徒歩１分　●松江中央ランプより車で１0分
松江テルサ地下駐車場　駐車可能台数24台　高さ2.2m以下

※ご来場の際には、皆様が安全にご観覧いただけるよう、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策に
ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

◉お問い合わせ先

◉会場アクセス

昭和館（東京・九段下）は、戦中・戦後に国民が経験した労苦を
次の世代に伝える博物館です。本展では戦争がもたらした苦難や
昭和の人々のくらしぶりを、島根の実物資料や証言映像（オーラル
ヒストリー）を通して紹介し、地元出身の人物として永井隆と加納
莞蕾を取り上げます。また、特設展示として島根大学によるパネル
展示をおこないます。

しょうけい館（戦傷病者史料館）は、戦傷病者とそのご家族が戦中・
戦後に体験したさまざまな労苦について知る機会を提供する施設で
す。本展では、戦傷病者の「個人史」に焦点を当て、さまざまな
困難を乗り越えて生きてきた姿を紹介します。

平和祈念展示資料館（東京・新宿）は、さきの大戦における兵士、
戦後強制抑留者、海外からの引揚者の労苦を広く知っていただく
ための施設です。本展では、父親の抑留体験を描いた漫画『凍りの掌 
シベリア抑留記』と、抑留者の支えとなった実在の犬を描いた絵本
『氷海のクロ』という２つの作品を通し、抑留者の想いを伝えます。
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（松江市朝日町478-18）

▲加納莞蕾
安来市加納美術館提供

▲県内の戦傷病者から寄贈された義足 ▲頭部から摘出した爆弾の破片

▲『凍りの掌 シベリア抑留記』
　©おざわゆき／講談社

▲『氷海のクロ』
　©北野美子・神津良子／郷土出版社

▲ポスター
「日独交歓体操競技浜田大会」
昭和28年（1953）

３館連携企画展

松江テルサ  テルサホール

昭和館

しょうけい館

平和祈念展示資料館

くらしにみる
昭和の時代 -島根展-

しょうけい館
（戦傷病者史料館） -島根展-

平和祈念展 in 松江
～漫画と絵本で伝えるシベリア抑留～

昭和館・しょうけい館・平和祈念展示資料館 

●昭和館・しょうけい館・平和祈念展示資料館 ３館連携企画展A4チラシ_ウラ面




